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◦A型肝炎ワクチン
　A 型肝炎は汚染された飲食物を摂取
することで感染する病気で、生の海産
魚介類から感染するケースが多いよう
です。発熱や黄疸などの症状をおこ
し、1 ヶ月近い入院生活を強いられる
ことがあります。衛生状態の悪い発展
途上国では数多くの子どもが感染して
おり、たとえ短期間であっても、こう
した地域に滞在する方には接種をおす
すめしています。

◦破傷風ワクチン
　破傷風の病原体は土などの中に潜ん
でおり、怪我をすると傷口から浸入し
ます。最初は口が開きにくいことなど
の異常で気付き、後にはけいれんをお
こしたり、死亡することもある病気で
す。怪我をしてから医療施設を受診し、
破傷風ワクチンや免疫の注射による治
療を受けることでも予防できますが、
海外では医療施設の受診をためらう方
も多く、それだけ発病のリスクが高く
なります。そこで事前の接種をおすす
めしています。

◦B型肝炎ワクチン
　B 型肝炎は主に性行為や適切に消毒
されていない医療器具の使用などから
感染します。発展途上国を中心に世界
で広く流行しており、アジア、アフリカ、
南米などが高度流行地域です。発病す
ると長期の入院を強いられることがあ
るだけでなく、一部は劇症型肝炎とな
り、命を失うこともあります。高度流
行地域に長期間滞在する場合は、ワク
チン接種を受けるようにしましょう。

付録・各ワクチンの解説

付録・各ワクチンの解説

◦狂犬病ワクチン
　日本では狂犬病の報告は 50 年以上あ
りませんが、アジアやアフリカなどの
発展途上国では、多くの患者が発生し
ています。この病気には狂犬病を発病
したイヌやネコ、コウモリなどのほ乳
類に咬まれることなどで感染します。
発病するとけいれんや意識障害などを
おこし、ほぼ 100％が死亡する恐ろし
い病気です。このため、動物に噛まれ
た後の適切な処置（詳細は 10 ページの
コラムを参照）が受けられない方には、
事前のワクチン接種をおすすめしてい
ます。
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◦日本脳炎ワクチン
　日本脳炎は蚊に媒介される病気で、
東アジア、東南アジア、一部の南アジ
アなどで流行がみられます。発病する
と脳炎による意識障害などをおこし、
死亡することも少なくありません。都
市部で感染することは稀な病気です
が、農村地帯を生活の基盤とするなら
ば、ワクチンの接種を忘れずに受ける
ことをおすすめします。

◦髄膜炎菌ワクチン
　髄膜炎菌は、セキなどでヒトからヒト
へ感染し、敗血症や髄膜炎などの重い病
気を引きおこします。また感染力が強く
集団発生しやすいことから、髄膜炎菌に
よる髄膜炎は「流行性髄膜炎」とも呼ばれ
ています。世界的には髄膜炎ベルトとし
て有名なアフリカ中部をはじめ、先進国
でも散発的に流行しています。また、メッ
カ巡礼に際してサウジアラビアへ渡航す
る場合や、欧米諸国に留学する場合に髄
膜炎菌ワクチンの接種を求められること
があります。

◦ポリオワクチン
　南アジア、中東、アフリカなどでは現在
もポリオ患者の発生がみられています。こ
の病気は汚染された飲食物を摂取すること
で感染し、発病すると、時に麻痺などの障
害を残すことがあります。多くの方は定期
接種などでポリオワクチンを小児期に接種
していますが、流行地域に滞在する際には
追加接種を受けておくと安心です。特に流
行の拡大が見られている地域では、WHO（世
界保健機関）の勧告により出国時にポリオ
の予防接種証明書の提示を求められること
もあります。また、1975 ～ 1977 年生まれ
の方はポリオに対する免疫力が弱いとされ
ており、追加の接種をおすすめしています。

付録・各ワクチンの解説

◦黄熱ワクチン
　黄熱は蚊によって媒介される病気で、
熱帯アフリカや南米が流行地域です。発
病すると死亡率が高いことなどから、流
行国に滞在する際には、短期間であって
もワクチン接種をおすすめしています。
　WHO（世界保健機関）の取り決めに従っ
て、流行国の中には、入国する際に黄熱
のワクチン接種証明書（イエローカード）
の提示を求める国があります。どの国で
要求されているかは、検疫所のホームペー
ジをご参照ください。
　また、黄熱ワクチンの接種機関は、検疫
所とその関連機関に限られています。予防
接種は原則予約制となっているため、あら
かじめ電話などでお問い合わせください。
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